
2．MOPAと室蘭 なぜ室蘭に「洋上風力拠点化」が必要なのか

2－5：産業別付加価値額
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出所）「室蘭市人口ビジョン及び第2期室蘭市総合戦略」 (2020年3月)室蘭市、「室蘭市人口ビジョン及び第2期室蘭市総合戦略」 (2015年10月)室蘭市

ｰ 産業別付加価値額の総額はほぼ横ばいである。2012年との比較としては、売上と同様に建設業、医療、福祉が増加、
また運輸業、郵便業が大幅に増加している。
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※企業の生産活動により新たに付加された価値のことで、企業の営業利益に人件費を加えたもの

2016年経済センサス
全産業計：1,343億円

2012年経済センサス
全産業計：1,348億円
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2－6：年代別漁業従事者数
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出所）「漁業センサス」農林水産省

ｰ 室蘭市の漁業従事者数は、2008年の215人をピークに減少傾向で、直近調査の2018年では152人となっている。うち75
歳以上が21名と、高齢者が多い状況である。
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2－7：室蘭市漁獲高推移
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出所）地方独立行政法人北海道立総合研究機構 マリンネット北海道

ｰ 室蘭市の漁獲高は、2015～16年ごろをピークに大幅に減少している。

室蘭市漁獲量・漁獲金額推移
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2－8：室蘭市基本目標との関係
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ｰ 第2期室蘭市総合戦略の基本目標は以下のとおりである。但し下の図には明記されていないが、第1期に加えてSDGs
の視点も踏まえて取組を進めるとされており、洋上風力発電との親和性も高いと考えられる。

出所）「室蘭市人口ビジョン及び第2期室蘭市総合戦略」 (2020年3月)室蘭市 よりみずほリサーチ＆テクノロジーズ加筆

洋上風力発電に関連する各種産業の隆興・誘致や雇用
の創出による貢献

洋上風力発電関連施設の観光資源化による貢献

加えて国・室蘭市が推し進めるSDGｓ戦略に則ったグ
リーンエネルギー創出を通じた貢献

国の方針を鑑みても、下記の通り関連が深い
・洋上風力を通じてひと・資金を誘致
・新しい時代の流れ～ESG・SDGsを力にする
・洋上風力関連人材を育て・活かす
・室蘭市とMOPAとの協働（公と民間の協働）
・室蘭市全体の地域経営の視点での洋上風力への取組
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